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新中期経営計画「信頼と共感 第Ⅱ章」の策定について 
 

株式会社三重銀行（本店：四日市市、頭取：種橋 潤治）は、今後３年間（2012 年 4 月～2015 年 3 月）

の経営戦略の指針となる中期経営計画を策定いたしましたので、その概要をお知らせいたします。 
 

１． 新中期経営計画の概要 
 

（１） 名 称   「信頼と共感 第Ⅱ章」 

（２） 対象期間   2012 年 4 月～2015 年 3 月（3年間）  

（３） 長期的目標  ①地元三重・愛知における業容の拡大 

              ②収益力向上を通じた財務体質の強化（TierⅠ増強） 

               ③株主還元の向上   

（４）目指す姿   「地域に広く深く根を張り、親しまれ信頼される銀行」 

（５）目標計数 

 

 

 

 

 

 

２．新中期経営計画の位置づけ 
 

三重銀行は、これまで中期経営計画「信頼と共感」（2009 年４月～2012 年３月）において、目

指す姿を「地域に広く深く根を張り、親しまれ信頼される銀行」とし、安定的な収益基盤を築く

ための土台づくりを行ってまいりました。 

 この間、市場の低迷など経営環境は厳しいものがありましたが、地元での預貸金は増加し、業

容を着実に拡大させることができました。 
 

景気低迷が長期化し、地元経済の先行き不透明感は拭えませんが、当行は今こそ地域金融機関

として徹底した地域密着により、地元のお客さま、地域経済のお役に立つことが何よりも重要で

あると認識し、従来の中期経営計画の考え方を前進させた新中期経営計画「信頼と共感 第Ⅱ章」を

策定しました。 

新中期経営計画において、引き続き目指す姿を「地域に広く深く根を張り、親しまれ信頼され

る銀行」とし、地元での営業力を一層強化することで、さらに地元のみなさまのお役に立ち、地

元での存在感を高めることを目指します。 

地元のみなさまからいただいた厚い信頼をベースに、お客さまと共感し合い、持続的な成長を

実現することで、さらなる躍進を果たせるよう努めてまいります。 

   2014 年度目標

 地元貸出金末残 9,700 億円 

 個人預かり資産末残 14,700 億円 

 TierⅠ比率 9%台半ば 

 コア業務純益 85 億円 

 コア OHR 70%以下 

 不良債権比率 2.5%程度 



３．重点施策   
 

（１）人材の育成 

  職員の知識や能力を高めるため、研修の充実、人員配置の見直しを行い、地域のみなさまのお役

に立つことのできる人材の育成に努めてまいります。 

（２）お客さまひとりひとりの満足度最大化 

職員の知識や能力を向上させるとともに、品揃えを充実させることで、お客さまひとりひとりの満足

度を最大化させる商品・サービスを提供してまいります。また、苦情・要望を真摯に承り、業務の改善

につなげてまいります。 

（３）地元における取引基盤拡充 

営業体制を充実させ、地元での営業力を強化することで、お取引いただくお客さまを増やし、預貸

金を中心に取引基盤を拡充してまいります。 

（４）業容拡大と採算性向上による収益力強化 

  預貸金のボリューム増加を中心に業容拡大を図るとともに、預金は低コストでの調達、貸金は信用

コストを勘案した適正な利ざやの確保に取組み、収益力を強化してまいります。  

（５）持続的成長のための財務体質強化 

  資産の健全性を保つとともに、リスクをコントロールしながら収益力を強化することで中核的な自己

資本を充実させ、強靭な財務体質を作り上げてまいります。 

（６）内部管理態勢の継続的充実 

  コンプライアンス、顧客保護管理態勢、コーポレートガバナンス態勢、リスク管理、危機管理・業務

継続体制などを継続的に充実させることで、経営の健全性を確保してまいります。 

 

 

 

 

 

 

   

【本件に関するお問い合わせ先】 

総合企画部 横山 稲葉  TEL 059-354-7172 


